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「過
活
動
勝
鵬
」
（Ｏ
Ａ
Ｂ
）
　
一
，．
．診
断
は
「排
尿
が
１
日
８
回
以

ｍ
錯
躍
鋼
畝節いヽ
っ壁抑
数
」
滑
泄
涸
銀
識
〓

な
し
の
排
尿
翁
尽

や
、
超

混

ス
ぢ

採

拾

唱

粧
峨
が
基

妻

す
。
売

、
女
等

も
省

場
ｒ

、
蓄
露

の
額

を
雪

忠

で
、
哲
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遭
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皇

謬

感
の
強
い
突
然
の
尿
意
に
襲
わ
れ

・
針
側
　
に
な
り
ま
す
。
た
だ
、
医
療
機
関

く
な
い
の
は
い
男
女
と
も
に
排
尿

難
病
の

「間
質
性
膀
既
炎
」
や
、
　
が
み
ら
れ
な
い
場
合
、
お
尻
に
電

治
療
）
の
製
曜

に
入
る
の
で
、
ま

る
こ
と
な
ど
を
主
な
症
状
と
す
る
　
眸
い
　

・
を
受
診
し
て
い
る
の
は
推
定
患
者

機
能
の
老
化
、
つ
ま
り
加
齢
現
象

女
性
に
多
い
「腹
圧
性
尿
失
禁
」
、
　
極
を
あ
て
て
弱
い
電
気
を
流
す

・ず
か
か
り
つ
け
医
に
相
談
さ
れ
る

誡
‰
螂鋳叶一野
期限
薦

】沼
邸
加
齢
に
起
因

規
則
正
し
い
生
活
で
排
尿
に
リ
ズ
ム
を

し毒
増

血
切
・
」

器
関
係
の
国
際
的
な
学
会
で
診
断
　
開

　
り
、
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６
０
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‐
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同
時
に
、
冬

の
基
準
な
ど
が
定
め
ら
れ
ま
し

た
。
国
内
で
も
中
高
年
の
男
女
に

発
症
し
、
「生
活
の
質
」
を
阻
書
す

る
病
気
と
し
て
社
会
的
な
関
心
も

徐
々
に
高
ま

っ
て
い
ま
す
。
同
年

の
関
連
学
会
の
調
査
に
よ
る
と
、

国
内
の
Ｏ
Ａ
Ｂ
患
者
は
推
定
で
約

８
１
０
万
人
。

４０
歳
以
上
の
人
口

の
１２

・
４
％
が
罹
患
し
て
い
る
と

み
ら
れ
て
い
ま
す
。
　
　
　
　
‐

っ
て
く
る
５０

，
７０
代
は
男
性
が
や
　
る
排
尿
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
が
お
か
し

で
き
ま
せ
ん
。治
療
も
、
症
状
を
抑

健
康
的
な
生
活
を
、
と
い
っ
た
提

や
多
く
、

８０
代
以
上
は
男
女
と
も

く
な
る
と
い
う
も
の
で
、
明
ら
か

え
る
、
つ
ま
り
排
尿
の
リ
ズ
ム
を

案
し
か
で
き
な
い
の
が
実
情
で

に
３５
％
前
後
に
ま
で
達
し
て
い
る

な
神
経
系
の
異
常
に
由
来
す
る
も

で
き
る
だ
け
元
に
戻
す
こ
と
、
回
‐
す
。
健
常
者
の
排
尿
は
平
均
で
１

と
推
測
さ
れ
ま
す
。

の
と
、
非
神
経
因
性
の
も
の
に
分

・数
を
減
ら
し
て
い
く
こ
と
な
ど
を

日
５
～
６
回
。
罹
患
し
や
す
い
年

５０
代
以
上
で
男
性
が
多
い
の

け
ら
れ
ま
す
。
非
神
経
因
性
の
Ｏ

目
指
す
も
の
．と
な
り

。
ま
す
。
　

・

代
に
入
り

，
最
近
「頻
展
」
の
傾
向

は
、
男
性
特
有
の

「前
立
腺
肥
大

Ａ
Ｂ
に
は
ま
だ
解
明
さ
れ
て
い
な
　
　
現
在
の
臨
床
現
場
で
は

一
抗
コ
　
に
あ
る
と
の
自
党
を
持
つ
方
は
、

症
」
に
よ
る
刺
激
が
主
因
と
み
ら
　
い
部
分
も
あ
り
ま
す
が
、
臨
床
現

，リ
ン
剤
」
と
呼
ば
れ
る
内
服
薬
が

，Ｏ
Ａ
Ｂ
は
プ
ラ
イ
マ
リ
ー
ケ
ア

０
万
人
が
未
受
診
と
見
込
ま
れ
て

に
よ
る
病
気
だ
と
の
判
断
を
墓
付

さ
ら
に
当
然
「膀
既
が
ん
」や

「膀

い
ま
す
。
年
齢
別
で
は
ヽ
４０
代
の

け
て
い
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
眺
炎
」
な
ど
と
は
区
別
し
て
診
断

罹
患
率
が
男
女
と
も
に
同
年
代
全

　

Ｏ
Ａ
Ｂ
の
原
因
は
、
簡
単
に
言
　
・
治
療
さ
れ
て
い
ま
す
。

体
の
５
％
前
後

・。
．罹
患
率
が
上
が

え
ば
、
大
脳
が
自
己
調
節
し
て
い
．

た
だ
、
Ｏ
Ａ
Ｂ
は

一
種
の
老
化

か
わ
し
ま

・
ひ
で
の
り
　
１
．

９
８
４
年
大
阪
市
立
大
医
学

現
象
と
い

う
側
面
が

強

い

の

で
、
残゙
念

な
が
ら
完

部
卒
、・
同
大
学
院
医
学
研
究
科
博
士
課
程
修
了
。
同
市
立
桃

一
山
市
民
病
院
を
経
て
、同
学
部
泌
尿
器
科
学
教
室
助
手
。立〈国

・ベ
イ
ラ
ー
医
科
大
、
テ
キ
サ
ス
大
医
学
部
に
留
学
。
２
０
０
２

年
大
阪
市
立
大
大
学
院
医
学
研
究
科
講
師
、

０７
年
か
ら
現
職
。

「
仙
骨
部
表
面
電
気
刺
激
」
な
ど

の
電
気
刺
激
療
法
が
用
い
ら
れ
る

こ
と
も
あ
り

，
ま
す
。
ま
た
、
抗
コ
、

・リ
ン
剤
に
は

「
口
内
乾
燥
」
や
便

秘
な
ど
の
副
作
用
が
出
る
例
も
あ

り
、
処
方
は
あ
く
ま
で
患
者
さ
ん

と
医
師
の
話
し
合
い
に
基
づ
く
も

の
に
な
り
ま
す
。
電
気
刺
激
療
法

に
は
副
作
用
は
あ
り
ま
せ
ん
。

は
寒
さ
で
自
然
と
排
尿
が
近
く
な

り
が
ち
で
す
が
、
そ
う
し
た
場
合

は
カ
イ
ロ
を
身
に
着
け
る
な
ど
の

自
衛
策
も
無
駄

で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
Ｏ
Ａ
Ｂ
罹
患
の
目
安
と
な
る

「尿
意
切
迫
感
」
に
対
し
て
は
外
出

時
、
ト
イ
ン
の
場
所
を
頭
の
中
で

「確
保
」
す
る
こ
と
、
行
動
に
ゆ
と

り
を
持
た
せ
る
こ
と
も
大
事
だ
と

治
は
期
待

　

・一
方
、
予
防
で
は
、
規
則
正
し
い

一言
え
ま
す
‐。
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